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－
当
時
、

ノ
ir
リ
ス
の
十
J
γ
ハ
キ
マ
む
し
は
帝
問
主
義
的
競
争
心
、
半
た
る
控
ム
ド



で
あ
コ
ん
J

ア
ヮ
リ
ー
ヮ
に
一
同
日
、
り
れ
て
い
た
り
イ
こ
ご
の
植
民
地
獲
料
い
お
し
い
て
イ
ギ
リ
ス
け
俊
越
的
佼
置
を
占
め
て
お
り
、
そ
れ
ー
も

b

め
〉

F
L

八
九
九
午
か
ら
一
九
〈
U

年
に
か
け
て
戦
わ
れ
た
清
F

↓
ノ
ノ
力
戦
勺
‘
に
お
い
て
は
、

ヨ
ー
口
づ
パ
諸
国
の
司
情
は
慨
し
て

プ
ル
人
心
開
ピ
焦
土
一
つ

し
か
し
、

f
ギ
リ
ス
に
L

一
っ
て
も
、
v

の
川
町
予
は
決
し
に
山
本
な
戦
い
て
は
な
か
っ
た

J

そ
れ
に
も
抗
わ

ら】ば
ロ
ノ、

原
点
一
杓
勢
に
対
｝
ご
！

i
d
t刻
レ
で
い
る
わ
円
に
は
い
か
ぽ
か
っ
に
。

中
河
に
進
出

L
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
は
、

!c. 

年
に
J
告

し
し
た
シ
ベ
リ
ア
指
附
鉄
道
が
完
成
ナ
れ
ば
、
ァ
川
卓
三
一
け
布
市
中
バ
ラ
ン
ス
は
？
人
き
く
殺
し
れ
る
こ
に
が
，
U
J
相
心
さ
れ
ー
～
日
て
つ
で
あ
る
u

南
東

司

U

口、ン
y

草
作
卦
下
り
幻
影
響
力
が
階
大
L
q
J

る
こ
と
に
対
寸
J
7
C
J

ド
リ
ス
の
危
院
は
、
同
じ
く
U

ン
ア
に
対
し
と
安
枝
、
心
す
い
N
U
く

日
本
と
の
協
力
守
巡
択
肢
と
し
亡
浮
か
ひ
一
が
ら
せ
、

一

A
h
八
戸
、

と
す
る
大
↓
山
諸
凶
の
反
援
に
対
す
る
戸
、
重
な
口
山
一
点
が
ぶ
め

と
は向
言回

志向
で 時
も院
と係

入

スー

守

ド
ノ
ア
士
は
じ
め

もっ

2
も
イ
よ
り
ス
に
と
っ
て
こ
の
同
盟
は
口
J

？
と
の
戦
争
ど
悲
心
し
た
も
の
で
は
往
く
、
お
〈
訟
で
ι引
露
i

父
渉
々
を
一
品
め
る
zf

i，＇］~iG)i'fii：におげる移1<:µ:11! 乙？で~·＇J~市

コ布 め

＇＂・＇・の、、
〉

" じヲ

に
あ
「

ナp

」

c 

fhγ
り
ス
心
世
論
い
小
説
ゴ
・
反
容
で
同
ま
っ
て
い
f
わ
け
で
は
な
く
、
品
い
滑
に
は
日
ノ
ワ
J

と
り
協
剥
を
説
く
議

ヘ
ン
リ

i
－ノ

i
マ
ン

E
5
3
2
v
E
M
E
ら
の
賛
同
桐
に
付
す
る
警
官
も
比
ら
れ
ー
に
の
で
あ
る
勺
た
い
が
に
、

f

ジ
ア
や
ア
ア

リ
カ
に
広
大
な
情
い
民
地
を
右
す
る
イ
T
リ
ス
の
凶
氏
に
と
っ
て
は
、

同
湾
政
治
に
お
け
る
向
凹
の
利
ふ
に
対
し
て
円
、
ン
ア
が
及
ぼ
ず
品
リ

り
、
流
説
へ
の
勝
利
と
甲
凹
の
覚
泌
が
も
／
一
り
す

p

一
人
一
般
の

h

一
供
低
ト
の
ほ
う
が
川
目
立
解
〕
や
す
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
日
《
こ
凶

ー
す
同
盟
し
て
白
人
刊
界
を
脅
か
一
ヲ
ζ

い
ラ
帯
情
川
市
の

f
メ
7

／
が
イ
ギ
ノ
ス

－j

・
ュ
・
」
ノ
マ
一

I
7ヘド

］

（

－

1

ノ：
ly

の
？
に
そ
の
よ
う
な
状
況
を
設
定
し
て
い
る
い
｝
と
に
ー
も
羽
れ
て
い

ι

し
か
し
、
慨
し
て
イ
ギ
リ
ス
で
は
黄
禍
論
が
そ
れ
ほ
ζ

強
〈
現
れ
る
こ
こ
は
な
く
、
高
級
紙
や
評
論
1

め
て
は
h
じ
し
ろ
こ
れ

Ir批
判
的

っ
す
九
〕
乙
沖
州
、

一
九
の
八
年
に
発
表
L
と
小
説
一
空
の
戦
争
目

な
議
論
か
強
か
っ
打
。
例
え
ば
ド
ル
ジ
ャ

i
u
E
E
E
Z
門

出

E
K
2
や
J

ル
ツ
パ
ァ
チ
ア
1

G

E
三
dFFRJ72
は

九
ハ
〉
川
年

に
、
計
九
川
畑
4
2
u
w
る
ブ
ソ
〆
ス
の
政
界
や
↓
円
前
存
主
批
判
し
、
ゎ

I
A
J
n
ン
ァ
、

ZL
か
脅
威
に
む
し
一
討
レ

品
九
州
州
首
の
意
思
が
ノ
末
リ
ス

i！メ人民半、 c8 Iス・＂0（！！ 自＇＂〔 2iJUS.11 



に
討
す
る
吹
い
択
す
唱
に
あ
る
と
、
〕
亡
、
こ
れ
へ
の
賛
同
が
国
衿
に
反
す
る
こ
p
も
γ

指
拘
f
Qボ
Y

ル
ン
ャ
ヲ
ー
の
一
設
論
も
、

r、
日
リ
J
d
L
j
F
3
1
l
r内

」
J
J
t
r
y

ノ

と
停
滞
f
る
P
凶
の
差
異
を
強
A
3
1
吋
者
心
蛇
慌
を
川
引
現
実
的
と
み
な
し
て
日
夜
河
迎
を
正
ο

化
す
る
エ
ル
ツ
パ
ヴ
イ
ブ
ャ
ー

も、

ζ
1
N
A

に
空
想
的
な
れ
什
成
心
吹
聴
に
よ
っ
て
弘
実
の
同
門
誌
を
損
仕
う
こ
こ
に
対
ず
る
批
判
で
め
り

山
叫
に
絞
ら
に
了
、
ン
？
の
人
令
ピ

対
す
る
わ
切
な
い
ハ
沖
い
が
あ

J

三
、
わ
け
で
は
へ
は
い
n

多
く
－
4
イ
ギ
ワ
ス
人
一
に
と
っ
て
、
は
本
と
れ
一
ン
γ
：
と
は
い
ず
れ
も
日
分
三
ち
こ
は
以
、

院
な
存
y

ハ
廿
で
占
め
り
、
ぞ
れ
ぞ
れ
ζ

り
見
離
は
、
時
ζ

人
に
U
じ
て
兵
な
h
山
わ
る
も
の
で
み
つ

P
A

主
リ
ス
及
ひ
イ
ピ
リ
ス
と
同
盟
し
に
げ
が
か
円
、
ン
7
及
び
こ
れ
に
内
清
的
な
大
津
プ
山
市
と
対
？
リ
し
て
レ
】
I
G
と
い
う
束
ア
ジ
ア
の
状

ア
メ
リ
カ
合
栄
一
内
心
付
清
は
唱
ら
お
に
削
V
刊
の
側
に
兵
三
一
人
c

勾
」
心
稗
巾
の
ひ
と
つ
は
口
、
ン
つ
の
勢
心
拡
大

ι汁
ず
る

況
に
お
レ
て

八
九
C
午
代
、

も
ん
a
い
わ
け
で
は
な
か
っ

F

川
書
戒
で
あ
る

υ

ア
メ
リ
カ
は
い
ん
平
洋
や
ア
ジ
ア
へ
の
J
P

山
山
一
三
弛
め
つ
つ
あ
り
、

日
清
戦
予
後
の
日
本
に
対
す
る
警
戒

べ
き
f

附
と
L
て
市
ut’
止
さ
れ
た
の
は
口
、
ン
ア

C
Jめ
っ
た
ノ
空
軍
の
戦

し
か
し

や
は

η
いっ

川
町
一
本
と
し
て
以
内
な
ア
ル

y
ν
2
h
h
白
マ
ハ
／
U
N
将
来
に
お
け
る
共
露
聞
の
戦
？
を
桁
Y
辺
L
、
ア
メ
upv刀
付
イ
ギ
り
え
と
組
ん
で
ノ
井
市

b

yご
り
ロ
ン
ア
（
り
拡
大
な
阻
止
す
べ
き
で
あ
る
と
抗
い
と
お
り
、
彼
の
議
論
は
一
ん
ひ

ι
治
二
六
代
ヘ
U

衆
凶
i
、
統
涼
と
た
ゐ
己
オ

ド
ア
・
口
i

ズ
ヴ
γ

ル
ト
に
大
き
な
影
都
同
を
片
J

え
て
い

4uh
つ
ひ
と
つ
の
問
汎
け
V

メ
ワ
カ
v

ム
円
衆
阿
の
計
前
日
小
日
京
に
対
、
d
J
L

灯
意
的
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
い
こ
れ
は
ア
メ
ワ
刀
十
ム
古
川
L
K

ご
と
ジ
γ

系
の
人
々
に
討
す
る
お
凡
が
な
か
勺
た
乙
い
う
こ
／
｝
じ
は
八
十
く
な
い
〉

人
凶
八
rパ
ー
の
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ァ
シ
J

以ム米、

J
J刀
台
市
水
同
立
は
多
く
の
弔
臼
人
労
柚
何
者
が
力
J

Y
オ
ル
二
ア
州
を
ー
一
1

心
に
鉱
川
労
例
ゃ
訣
若
一
建
設
に
従
事
し
て
い
に
」

一
人
ハ
九
年

に
j
八
府
検
断
欽
近
子
完
成
し
た
～
刊
、
被
ら
、
と
出
人
労
艇
者
ζ

の
対
J
v
e

抗
争
か
漁
化
し
、
こ
れ
を
走
行
て
布
一
定
さ
れ
｝
八
人
ニ
ー
の

γわ
ふ
る
中
直
人
制
斥
法
は
中
一
町
人

η
I八
一
出
ー
を
↑
寸
に
わ
た
り
禁
止
L
た
。
北
本
氏
障
を
2hj人
日
一
ち
の
に
し
て
お
，
、
こ
と
が
デ
ふ
ク
7

ご／
lfUJ
た
め
に
重
叫
で
お
る
と
、
張
ず
る
口

l
ズ
ヴ
J

ル
ヘ
ー
を
は
じ
か
ノ
、
心
ー
吋
ハ
ザ
多
く
の
政
治
家
し
は
山
中
何
人
勝
一
民
主
排
除
1
J
J
F
E
T
L
仁
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品百

H
1山
地
〕
て
い

ア
ジ
ア
ヲ
炉
、
つ
の
移
民
、

な
か
ん
ず
く
川
間
人
移
討
の
流
入
が
好
ま
し
く
な
い
と
す
る
見
方
は
、

ア
メ
）
刀
v

パ
い
会
い
お

い
て

U
く
支
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

’）か
L
、
少
な
く
乙

1

本
t
h
A
M
き
は

中
川
凶
人
心
ト
八
戸
玉
説
↓
人
に
利
す
る
反
対
で
あ
っ
ん
い
一
口
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
ア

「
野
蛮
一
日

ジ
ア
人
的
に
お
い
て
は
な
お
丈
叫
ん
酬
が
仮
的
い
に
あ
り
、
七
れ
n

パ
リ
え
い
作
滞
的
は
よ
抗
y

一L？
バ
判
的
な
日
本
と
は
%
な
つ
に
扱
ρ
を
受
け
て
ど
人
。

日
本
は
、
文
明
化
の
泣
を
Lybγ
、J
ア
の
佳
／
「
て
む
L
ろ
好
ま
し
い
町
ι
崇
を
与
え
て
お
り
、
円
清
戦
争
で
も
ア
メ
リ
カ
の
世
論
は
川

木
に
は
h
k
H
鳴
で
、
そ
の
A
J
引
乞
丈
r
f
h
－
の
み
引
と
し
て
評
倒
し
た
し
す
て
、
れ
も
怠
っ
て
、
は
求
人
は
巾

h
人
と
は
異
な
旬
、
移
民
の
ん
で
十
白
位

d

止
士

i

示
ら
な
か
っ
た
c

そ
も
そ
も

八
九
一
八
守
に
刊
川
討
さ
れ
ん
一
ば
か
hry

心
ハ
り
r
r

を
徐
行

uv
メ
リ
カ
ん
は
衆
出
に
い
司
る
日
本
人
は
ま

ど
小
J

数
立
、
を
心
心
μ
カ
ー
は
へ
十
日
的
に
は
メ
れ
ほ
ど
阜
大
な
中
山
腹
と
は
耳
、
え
ら
わ
し
て
い
な
か

J

人
極
、
表
は
な
お
昔
端
的
文
引
に
片
す
る
信
念
C
m
k
に

じ
党
さ
れ
な
か
っ
た
帝
問
、

r義

ゐ
叩
匂
い

i，＇］~iG)i'fii：におげる移1<:µ:11! 乙？で~·＇J~市

的
ヒ
↓
い
た
う
デ
ー
も
っ
し
い
ー
ド
一
口
i
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
、
普
遍
的
必
丈
川
叫
の
範
時
山
人
れ
つ
れ
る
も
（
り
で
あ
れ
ば
、
ア
ジ
ア
的
ヒ
も
の
で
町
一
っ

て
も
そ
存
す
る
い
」
と
が

八
ル
札
』
に
山
い
こ
／
符
波
U
F
日制叶炉心

を
向
く
詩
情
州
し
た
の
も
一
、
の
よ
＋
な
沼
向
の
表
れ

で
あ
ろ
う
J
7
4
l
し
ス
ア
メ
汀
方
心
姉
位
法
注
か
、
ヱ
ヲ
れ
ば
、

同
同
の
党
梶
山
、
止
明
化
は
五
山
ん
埋
ま
、
以
い
こ
と
ご
あ
コ
た
）
そ
の
以
底

に
は
、
川
い
い
筑
を
崇
｛
l
y，Q
清
朝
日

J

助一括
1
1

一
と
が
あ
る
と
、
二
lJu、
ミ
の
凶
に
ョ
、
口
ソ
パ
ぷ
凹
の
で
、
ノ
な

利
J

吋
を
4

7
な
い
Y

メ
リ
カ
ム
じ
来
日
の
M
門
パ
に
は
豆
長
野
蛮
一
し
仕
い
／
一
い
う
思
惑
が
あ
っ
た

J

止
と
え
ば
マ
ハ
イ
本
一
見
出
L
た
jpMに
対
ず
Q
筈
戒
の
必
裂
を
山
川
町
、
じ
て
は
い

高
名
な
川
口
扶
ニ
一
詩
作
家
宅
、
付
会
ム

＆
ょ
っ
ろ
ん
、

義
者
を
機
対
し
て
ー
、
た
J

ヤ

F

ク
・
ロ
J

ト
ン
も
、

日
露
戦
争
の
従
軍
記
者
と

L
て
満
州
川
に
治
f

仕
7
戸
、
ぃ
～

九ヘに一回
A
1

ハ
ス
ト

系
（
り
日
新
聞
訓

J
7
一
ノ
ン
ン
ス
J

e

イ
グ
ザ
ミ
ナ
i「

ぺ
一
品
一
禍
i

と
い
う
丈
宇
を
＃
さ
、
も
し
川
本
人
が
中
出
の
膨
2
八
九
他
人
刊
を
む

在
す
る
よ
う
に

マ
〆
グ
口
付
ク
ソ
ン
に
と
っ

C
脅
威
に
云
り
う
る
と
述
べ

そ
の
露
廿
な
人
神
保
け
ん
を
批
刊
さ
、
れ
た
口
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ン
i
ン
は
「
私
は
ま
ず
白
人
で
あ
り
、
し
か
忽
院
に
社
会
主
義
者
だ
と
答
え
台
工
y

い

J

i

－－
J

、

下

一

ヲ

7
印、

同
記
転
換
期
の
一
ア
メ
汁
ノ
タ
言
衆

臼
で
は
、
土
プ
怖
心
問
忍
は
な
お

詩
的
で
あ
り
、

l
憎
む
人
々
に
と
っ
て
は
む
し
ろ
d
E
…
増
ず
る
市
？
有
欧
か
；
の
移
民
が
エ
た
る
関
心

事
で
あ
っ
て
、
司
会
グ
、
ウ
ィ
ニ
ス
ム
の
影
響
の
も
乙
に
「
劣
主
な
移
民
の
椛
除
人
y
J
h
か
れ
て
い

日
（
忠
誠
引
に
お
け
る
そ
の
司
覚

L
い
勝
利
を
白
の
ム
コ
丈
り
い
i
L
J
J
ζ

き

ア
メ
リ
カ
一
五
民
心
円
本
汁
l
u刈
L
q
J

る
U
L
万
は
明
ら
か
に
芳
一

わ
っ
た
。
来
ア
ジ
ア
に
お
い
亡
日
本
引
い
内

L
：
影
翠
ハ
リ
！
な
増
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
山
地
こ
し
て
の
小
中
J

に
刻
「
る
門
ド
尚
肢
を
求
め
一

る
ア
メ
リ
カ
ヘ
u
hホ
当
心
経
治
J

む
利
訴
に
反
す
る
と
芦
れ
た
の

L寸

プJ

干
す
し
唱
軍
心
的
台
威
心
誕
止
を
意
味
し
て
い
た
c

ヅ
コ
ル
？
と
何
様
、

米
山
内
戦
争

ι平
功
の
た
っ
た
海
草
市
人
で

込佐山／
U
4
し
は
ト
民
ニ
ゾ
耐
員
と
し
て
F

沖
｝
阜
の
利
益

hv
擁
一
能
［
て
レ
た
ホ
ブ
リ

ン
ヨ
め
げ
ロ
戸
、
百
己
申
V
2
3
0
H
M
ご
与
え
J
H
M
t山
口
、
海
軍
mv
民
張
中
十
Y
斗
化
す
る
た
め
に
こ
う
し
た
誌
論
を
民
仲
間

L
れ
九
日
と
り
で
丸
う
た
わ

〈一ビトぃ
rm

ザ
ン
フ
フ
ン

γ
ス
コ
イ
グ
ド
ミ
ナ

1
2
で
、
日
本
が
中
凶
か
れ
ム
ロ
一
九
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
取
ア
ご
〆
ア
む
中
市
的
資
涼

を
UE
－
つ
ま
ま
に
す
る
ご
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
丸
い

』

f

】、刀？
（
 

片
岡
心
人
々
の

i
体
牲
が
／
宏
九
マ
山
認
識
手
れ
る
同
つ
れ
一
、

川
ル
T
J
V
＼
体
と
し
て
行
戚
と
み
な
す
一
誌
論
は
次
第
に
h
A
’v

バ
六
ツ
ヂ
L
い
っ
た
ご

ヨ
本
そ
の
も
の
で
あ
っ
た

l
Aゆ
と
ア
メ
リ
ウ
ム
ロ
衆
同
心
闘
で

の々
A
4
iに
出
品
7
h

『
無
知
の
，
男
気
H

で、

の
戦
年
一
一
の
円
前
件
乞
十
円
（
川
叫
に
九
師
、
〕

一7
i
・
け

f
tは
、
も
と
も
と
1
同
に
共
感
J

乞
吉
kr
て
お
り
、
係
え
の
協
ん
さ
で
も
あ
っ

九
一
年
に
辛
亥
手
昨
日
β

起
き
る
J
＼
ア
ジ
？
に
は
じ
め
て
良
工
的
民
和
白
が
誕
守
し
た
こ
し
て
、
ア
ぇ
リ
沿
の
出
荷
ば
」
れ

ん
よ
一

を
紋
迎
L
2
1
0
r
V咋
文
は
？
メ

J

カ
同
氏
に
と
っ
て
浅
川

L
h
I
「
い
指
導
請
で
あ
っ
た
υ

ー
も
り
ろ
ん
、
革
命
後
心
行
日
は
市
問
の
割
拠
状

主
と

Z
H
）
、

自
i

（

H
L

ア
メ
リ
カ
亘
氏
が
れ
州
北
川
？
と
l
tお
れ
に
は
な
ら
な
か
っ
た
ハ

川
i
A
b
h
v

車
問
叫
〆
｝
結
び
つ
い
て
ナ
ヘ
陛
に

muu官
力
を
拡
大
す
る
こ

止
。
ア
ど
、
党
制
限
し
た
世
論
を
も
っ
山
中
市

J

は
、
前
一
捌
則
論
引
相
U

h

つノャ～、

円
上
下
り
指
揮
y

、
に
Jh人
U
会
心
ゲ
ァ
け
か
す

戸一ー
ι
ρ
u
vペ
カ
コ
入
、

11 
本
と

ヨ；ノ、
仏
ι 

一
二
筒
丸
木
決
心
小
か
ら
と
団
活
仁
川
に
レ
と
る
一
九

C
年
代
C
J
8ざ
に
よ
わ

九
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性
は
現
実
味
を
失
っ
て
い
っ
た

ν

他
方

－
／
ジ
ア
系
移
民
の

P

古
川
な
労
働
力
心
経
ト
凶
的
脅
威
に
さ
り
さ
れ
て
い
打
力
1
ノフ
4
ル
一
－
ア
な
ど
－
内
海
岸
諸
州
で
は
ー
－
h
引
の

対
象
ミ
あ
っ
た
史
・
巧
以
内
身
討
を
含
む
白
人
、
ガ
俄
有
一
千
四
人
労
府
向
者
な
と
γ
J
r
J
ア
糸
移
民
ノ
↓
の
刊
に
円
了
、
か

ι
緊
張
関
係
か
あ
っ

と
り
そ
、
｝
で
は
）
r

一
〆
ア
人
材
ド
ド
u
E
J

動
は
労
働
運
段
、
ニ
密
ぼ
に
結
び
つ
け
て
お
り
、
労
働
記
ム
ロ
が
そ
の
先
頭
に
tυ
二｛、

ρ
ー
乙
。
川
川
川
か
ら

中
百
人
以
一
九
論
Jvr

一
民
間
刈
）
て
い
た
若
名
作
弘
急
進
王
義
軒
一
け
へ
／
リ
i
e
シ
司
ン
？
丸
、
向
哉
の
根
本
的
解
i
行
h

は
上
地
改
廿
小
石
川
伝
説
で

z
め
る
と
説
く
リ
で
、
労
働
組
合
に
よ
る
F

ジ
F

人
排
斥
を
支
ね
し
て
い

九
コ
ー
カ
ー

月、

7
メ
リ
力
労
働
総
け
仰
は
サ
、
J

プ
一
一
ノ
〆
ン
ス
コ
で
慌
か
れ
た
丈
夫
に
お
い
と
、
巾
口
広
島
へ
は
加
え
ご
川
上
下
へ
や
軒
町
人
の
労
働
省
J
U
組
織
力
ら
訴
糾
問
す
る
、
｝
と
士
山
山
む
し

トー

日
露
戦
争
ハ
ピ
境
L

、
日
本
人
に
対
ナ
る
刊
に
ゆ
的
な
気
揮
が
い
っ
そ
う
政

η

去ザ
rv
吉
見
山
七
る
よ
う
に
な
コ
ヲ
L
I

九
C

－7全
一
月

i，＇］~iG)i'fii：におげる移1<:µ:11! 乙？で~·＇J~市

カ
リ
ソ
ズ
ル
ニ
ア
州
誌
人
民
は
世
邦
議
会
に
い
Y
J
レ、

札
口
六
今
に
は

ー
本
人
湾
民
の
制
限
を
求
め
る
決
議
士
行
っ
て
い

ず；.. 、r

フ
ラ
ン
ン
ス
コ
で
は
日
本
人
学
市
隔
税
問
題
が
お
～
」
コ
打
、
」
排
リ
的
世
論
を
t
H
甲
町
に
、
山
ψ
J
H
d
が
公
！
川
一
f
校
二
一
店
内
J

す
る
一
ひ
っ
人
は
ど

の
ヨ
本
人
学
堅
に
県
洋
人
予
伐
へ
の
件
、
授
を
命
じ
た
の
で
あ
る
三

九
C
仁
司
二
月
、
連
邦
政
？
H
は
と
れ
を
探
凶
さ
せ
た
が
、
ネ
の
代

わ
り
に
守
一
一
月
、
ト
K
統
領
ヘ
に
、
。
り
ハ
ワ
イ
か
円
一
以
一
一
＼
の
移
民

一
の
情
室
市
’
ム
U
L
ノ
ダ
ー
の
急
段
以
移
民
但
い
を

J
品
以
年
内
＼
ヴ
ァ
ン
ク
ー
ヴ
ァ

の
引
き
伐
に
な
っ
た
こ
こ
は
よ
く
知
？
引
い
て
い
る
ロ

当
初
漁
丘
一
五
t
林
系
に
従
事
ヲ
ノ
て
い
た
カ
「
タ
の
日
本
人
は
、

一
九
つ
年
代
に
入
る
と
農
業
（
と
く
に
染
樹
ふ
培
）

ト
ル
ー
も
滋
品
ー
ヤ
コ

ア
メ
リ
カ
合
衆
1
1「
で
も
、

日
本
人
移
民
刀
州
市
相
や
野
菜
の
栽
培
一
け
七
め
に
農
地
を
購
人
す
γ
Q
w
J

に
よ
り
引
会
的
上
昇

つ
4

め
3

を
司
指
T
L
川
町
仇
り
て
い

単
純
労
働
名

η
ら
没
一
却
L
定
着
z
／
｝
同
る
け
系
人
へ
の
捻
戒
は
、
そ
心
地
列
用
へ
の
制
限
と
な
っ
と
た
体
化

ず
司
令
〈

一
匂
l

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
川
議
会
で
外
向
人
1
池
法
（
レ
わ
ゆ
る
訴
は
土
地
法
）
が
成
？
U

し
、
下
一
邦
向
付
以
・
沼
化
法
の

!1 .. 

庁

／
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る
帰
化
ヂ
μ
除
外
国
人
L
L
ぷ
る
地
の
所
右
お
よ
び
一
年
以
ー
の
宮
山
旧
が
叩
じ
さ
れ
た
乙
ワ
〉
ン
ト
ン
叶
や
方

ν
ゴ
r
J
V

川、ふと

れ
に
追
閉
す
る

の
prい
き
省
い
た
rん
が

)L 

例
年
の
い
わ
ゆ
る
析
E
移
民
法

移
民
割
当
日
L

悶
？
る
述
沢
一
移
民

帰
化
法
MM一
今
一
条
仁
川
（
を
修
正
す
る
法
作
）
で
あ
っ
た
。

持L

ロ
シ
ア
帝
亘
に
お
け
る
ア
ジ
ア
鋭
の
き
之
と
似
古
取
り
昨
日
鮮
人

口、ン
f
市
副
は
、

ヨ
l
ロ
ソ
パ
と
7

J

J

F

に
ま
心
＼
川
N

る
い
』
と
［
〔
の
山
川
山
｝
ゲ
も
、

J

て
b
hり
、
そ
の
ア
イ
早
〆
フ
イ
子
ノ
は
怯
怖
で

為
三
し
心
u

h

だ

L
、
L

の
絞
叫
押
さ
が
認
識
さ
れ
る
よ

h

つ
に
は
る
の
は
九
世
紀
律
l
に
ー
よ
っ
て
か
ら
て
あ
り
、
こ
の
世
紀
正
前

l
に
お

、
一
」
与
♂
l九山

L
）

j
I
t
 

ロ
ン
ア
の
独
店
川
u
と
優
越
性
心
弁
主
ハ
ピ
日
指
ナ
ナ
ン
ョ
ト
リ
ス
入
－
C

い
え
刊
に
も
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
出
れ
れ
と
訣
別
す
る
こ
と
は
で

さ
ん
a
かっすす
J

た
と
Jyu

ば
一
入
山
0
年
代
の
ス
ラ
ヴ
派
（
い
わ
ゆ
る
初
期
ス
ラ
ヴ
派
一
は
、
、
土
J
し
1
1
M円
以
に
よ

f
C
門一、
γ
f
心
独
自

牲
と
伎
は
牲
を
市
説
明
し
よ
う
と
し
た
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
ム
款
と
は
単
な
る
口
、
ノ
ア
の
民
絞
A

公
れ
で
は
h
b
h
f

＼
λ
上
司

i
ヨ
ソ
パ
的
立
円
、
義

ー
ピ
ム
ー
す
る
北
口
直
宗
孜
で
お
っ
こ
。
そ
れ
ゆ
え
初
期
ス
ラ
内
派
の
人
々
は
、

キ
12
ス
ト
栴
私
的
普
遍
i
芯
の
拘
京
h
ヱ
ー
ム
エ
に
騨
汝
手
れ
て

は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り

ヨ
iμ

ヅ
パ
と
い
う
え
明
陛
界
な
前
提
と
、
二
L

は
7ν

め
て
、
彼
ら
は
口
、
J

ア
の
ん
行
存
主
否
味
つ
け
る

τ）

が
で
き
た
の
で
あ
る

r

ま
た
、

ス
ラ
ヴ
派
L
1

｝
っ
て
、

γ
ジ
ア
は
な
わ
江
ほ
ら
の
f

人
明
也
採
の
外
に
あ
っ
子
J

じ
彼
ら
は
い
ン
ア
固
ム
引
の
政

治
体
制
に
し
て
の
山
J

制
を
擁
議
L
て
が
、
仮
3

に
こ
う
て
…
て
れ
ば
向
尽
の
ム
休
件
三
ハ
叫
エ
の
r

制
限
内
ー
カ
乙
が
す
前
い
な
く
向
げ
一
j

る
述

加
沼
的
伝
政
治
体
制
で
あ
り
、

決

L
こ
ア
、
ン
F

に
け
比
ら
れ
ム
V
H
1
制
政
治
と
可
列
に
ゆ
一
か
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
う
た
ラ

初
蚊
ス
フ
ヴ
派
の
場
合
に
は

視
野
が
一
ー
口
y

バ
に
限
定
さ
れ
て
い

E
E」
に
仇
っ
て
、
文
化
F
V
対
主
義
的
な
州
出
円
ζ

脊
温
主
義

的
な
傾
向
乙
を
ひ
と
つ
の
尽
相
刊
の
主
か
ピ
並
存
主
ぜ
る
こ
午
れ
り
と
昔
、
f
n

し
か
し
一
九
山
紀
の
役
？
に
ほ
れ
、
ヨ

i
H
ソ
ベ
ぞ
れ
d
体

げ
か
拒
汁
化
予
れ
る
に
レ
ヲ
に
二
心
と
さ
、
こ
れ
ら
よ
た
つ
の
結
合
は
次
第
に
「
軍
部
に
な
っ
と
〉
、

N
－

h
s
ダ
ニ
レ
l
プ

λ
L
t
p
l
は、
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一
人
六
七
年
い
出
た

t
U

ご
／
ア
と
ヨ
！
日
パ
」
F

h

お
い
て
、

ヨ
v

H

パ
を
｝
小
川
仙
川
と
し
て
相
対
－
VJFる
こ
と
に
J
コ
て
そ
の
文
明
の

ヰ
三
四
性
J
W
－
明
情
に
γ

市立疋
1
v

た
J

初
期
ス
ブ
ア
一
九
か
ら
U

ン
ア
の
独
山
性
と
い
て
ノ
十
？
張
、
も
桝
求
1

1

文
化
リ
収
九
州
制
引
と
い
う
い
杭
念
を
弔

パ
ド
る
こ
こ
に
よ
っ
て
、
似
は
い
ン
マ
を
一
コ
ー
行
サ
パ
か
ら
切
り
離
L
、
ス
ブ
ヲ
山
界
に
帰
属
さ
什
一
九
、
ヨ
7

ロ
ァ
パ
の
中
三
の
刻
自
性

を
i
張
す
る
の
で
な
，
＼

ス
ラ
ヴ
山
界
の
州
目
立
丁
と
い
う
州
？
を
…
世
間
川
市
て
る
こ
こ
に
よ
ハ
て
、

ロ
シ
ア
に
ヨ

i
日
y
パ
か
ら
独
J
しゅ人

地
ι
？
を
認
め
よ
う
J
し
に
一
け
と
あ
る
n

と
げ
m
tぇ、

ダ
ニ
レ
l
y
スヒ

l
に
必
ず
し
も
ア
ジ

γ
に
対
ヲ
る
た
吐
い
が
為
っ
た
わ
刊
で
は
な
い
。
伎
の
立
場
か
、
り
す
れ
ば
、
ス
フ

ヅ
世
界
は
γ
ジ
ア
か
ら
も
出
huy附
さ
れ
る
へ
き
も
の
て
あ
コ

ム
ス
干
ー
は
、

、
一
れ
に
対
し
て
、
代
友
前
官
7
J
J
F
4下
義
者
t
d
R
る
E
・
R
令
ウ

r

引

ω
一

比
例
玖
の
立
ぬ
か
ら
口
ン
γ
2
ァ
、
ン
γ
心
結
ひ
つ
ぎ
を
ハ
担
調
し
、
明

j

小
山
仰
に
毅
ア
ジ
ア
的
な
議
諸
ハ
ピ
民
間
し
た
き

ら
に
前
人
叩
μ羽の

九
二
ご
何
代

口
ン
ア
思
想
む
ん
め
か
む
安
西
町
パ
義
的
伝
伶

M
は
国
外
に
お
い
て
ユ
！
ラ
ン
ア
王
義
C
流
れ
か
γ
井
む
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コ
ー
ラ
ン
ア

i
表
告
す
九
ち
は
口
、
J

ア
の
ヨ

1
7
ノ
ハ
か
、
つ
の
分
焼
主
さ
ら
山
い
っ
円
一
よ
ノ
微
ほ
さ
什
る
L
Y

と
h
に
、
ス
ラ
ヴ
出
界
H
M
h寸
ノ
日

て
よ

I
7：
ン
ァ
降
界
と
口
、
J

ア
と
心
体
作
い
を
強
調
し
た
い

N
・
s
・
ト
ル
ベ
ノ
コ
イ
は
そ
れ
を
「
J
F

／
ギ
ス
・
ハ
ン
の
泣
恋

J
W

～
だ
c

↑？
i

｝

フ

ン

な

る

ア

イ

平

ア

も

牛

み

山

さ

れ

に

v

な
か
か
ら
は

1

J

！フ、
J

ア

こ
れ
い
対
し
て
、
初
期
ス
ラ
ワ
派
の
も
パ
て
い
た
も
う
ひ
と
つ
の
州
四
割
で
あ
る
干
）
え
ト
教
的
昔
師
↓

れ
に
よ
コ

ーよ『べ根川同
H

h

f

近
し
た
の
カ

v
・

s
－
ソ
ロ
ザ
「
一
ヲ
フ
と
あ
る

ソ
ロ
ア
ィ
ヨ
7

y
に
は

口、ン
F

心
独
自
性
に
刈
－
J
る
関
心
は
／
λ

叩

九
時
で
あ
っ
ナ
1
0

初
期
ス
ラ
ヴ
ェ
引
に
お
い
て
西
欧
に
対
峠
や
さ
れ
て
い
た
？
ン
ア
は
、

ノ
ロ
ュ
ノ
ィ
ヨ
ー
ノ
に
お
い
て
は
出
欧
と
と
も
に
百
ん

八
九
（
J
U
刊
の
段
階
で
は

に
属
す
る
こ
エ
に
な
り
、
一
yF

、J
Y
F

が
、
ア
れ
に
対
向
さ
れ
る
。
た
ん
J

一T
L

、

子

』土
中
トk

' 
11 
本

に
対
し
ど
%
な
つ
に
討
価
や
ソ
え
℃
い
る
。
中
7b
、
／
是
正
な
れ
、

日
本
ば
市
山
々
丈
明

η
味
方
で
あ
る
と
さ
れ
た
の

r

i
」

〆

T

’h
M
T
L
 

［
て
一
l
M

～
計
紀
の
口
、
ン
ア
に
一
泊
し
て
、

ア
ジ
ア
へ
と
レ
え
ば
山
凶
人
で
お
り
、
数
の
一
で
は
る
か
に
少
な
い
日
本
人
や
較
鮮
人
が
問
題
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に
な
る
こ
1

）は
p
こ
れ
ほ
ど
多
〈
々
か
っ
た
じ

こ
の
で
勺
な
ヤ

J

ア
の
以
ア
ノ
ア
裁
守
防
総
X
L
ぜ
だ
の
が

八
九
問
ー
か
り
事
ー
に
か
け
て
の

U
清
戦
予
で
あ
る
〉
こ
の
戦
主
の
粕

か
で
あ

J
J

3
 

υ
 

フ〕「ワ3
 

せ
よ
、
叫
州
？
〕
川
パ
ワ

i
の川
m
1
叫叫｛
ι

「ムハ
J

て
、
↓
ル

ヤ
ン
ア
が
も
は
や
銀
法
現
係
を
油
と
す
る
、
ケ
れ
ま
で
の
い
品
川
町
広
東
ア
ジ
ア
僚
に
安
住
ヲ
ξ
わ
け
に
は
レ
か
な
く
な
コ
た
こ
と
は
鳴
ら
ョォド

ノ
ロ
ヴ
J

日

l
フ

は

いh

ナ

一九八
U
O午
、
片
品f

介
町
内

し
か
し
治
乙
川
上
下
の
い

来
、
支
γ

、ン
F

の
凶
際
関
係
は
大
き
く
変
ね
っ
た
ロ
向
洋
化
し
ん
｝
本
は
中
凶
に
刈
ず
る
尊
敬
の
念
を
失
い
、
大
陪
へ
の
野
心
vT
不
し

姶
め
た
り
川
上
小
に
〕
ふ
る
一
辺
4
4
1邑
吋
け
制
古
誠
一
見
求
ば
口
、
ン

γ
同
識
に
街
川
肋
r
J
V
ニ
7
九
、
似
？
的
な
端
容

v
－

p
e
メ

ノ

イ

ナ

L

ル
ス
ー
は
公

然
こ
ム
市
に
日
認
を
呼
び
か
け
る
に
い
た
っ

ヨ
l
ロ
ソ
パ
に
汁
TJ
る
は
巾
必
A
ん
と
レ
う
ム
折
、
同
州
訟
の
聞
い
事
が
に
わ
か
に
現
実
味
を
凶
叩
び
て
、
ぎ
た
〈

ヨ
l
リ
ヴ
パ
心
分
裂
回
避
を
求
め

ー
！
日
吋
パ
で
引
荒
川
一
川
江
古
も
つ
司
ン
i

ル
に
よ
る
十
ん
ど
の
出
史
的
記
憶
に

死
J

宮
前
川
に
し

一
ぺ
む
ム
4
1
m一
に
利
さ
れ
た
「
い
よ
ふ
り
ス
λ

に
悦
す
る
短
附
「
刷
物
t
川

で
市
一
禍
を
説
く
す
に
し
か
に
日
本
人
と

中
国
人
心
問
に
は
散
主
が
あ
る

v

し
か
し

1
1
ロ
ノ
ハ
人
ピ
以
前
に
し
た
と
き
、
ユ
」
れ
は
立
一
町
？
と
失
い
、

が
力
ζ

持
ち
始
め
る
〈

弓
バ
ヂ
一
り
提
唱
「
る

汎
一
七
／

ブ
ル
、
五
義

J
d
r
w
況
は
モ
ン
コ
ル
人
程
ぃ
P
ヨ
i
口
ッ
ハ
を
脅
か
す
時
代
と
な
る
こ
と
が
予
怨
さ
れ
た
〈
に
，
ノ
ロ

ヅ
ィ
ヨ

1
7

い
と
っ
て
、
設
相
岡
山
羽
一
件
げ
は
そ
れ
を
一
一
ハ
お
け
る
も
の
い
ほ
か
な
つ
な
か
っ

青
山
川
論
J

ど
昭
一
え
1
7

一
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
は
、

モ
/ 

，，ノ

グ〉
山

花お
判、

白コ

》／＼

の 口
其月 ッ

〆•.O; '' ' , 

をを
表会コ
明く
し る

て芝、、 がん

る似宗7
ャー／午、
あ

" J干

ソ
ロ
ワ
ィ
ゴ
マ
フ
は
一
九
円
一
一
心
年
ハ
刀

凶
ヨ
に
H
4

さ
れ
た
「
ド
フ

ゴ
J

L

に
い

ロ
シ
ア
政
山
仰
と
1

て
も
、
日
清
戦
包
後
U
み
が
朝
鮮
の
み
ヨ
ら
ず
巧
満
州
に
悶
心
を
不
L
始
め
た
」
こ
を
注
視
で
き
な
く
な
り
、
満

内
に
お
日
る
姑
W
P江
健
保
を
問
r凶｛～山川一
q
J
K
う
に
な
る
。

日
出
戦
争
心
町
内
4

で
は
本
ζ

い
う
注
目
？
の
介
践

に
点
る
章
ア
シ
ア
秩
r
J

の
め
弘
化
ん
で
い
バ
じ
取
川
、
こ
れ
に
刻
ー
で
儀
式
い
に
反
U
し
丈

r
い
え
さ
つ
n

政
泊
刈
で
は
、
ニ
コ
ラ
ィ
ー
同
を
は

［
止
と
し
て
川
作
の
軍
平
力
寸
古
紙
ノ
＼
評
仙
ず
る
人
々
の
己
見
が
機
勢
で
あ
り
、
弱
点
で
の
ロ
シ
ア
心
積
位
JKな
以
策
に
よ
H
N
士」
h
J
え
て

ロ
J

ア
は
欧
米
よ
り
？
h
字
ノ
＼



し
た
）
こ
れ
い
リ
土
ハ
ク
一
明
え
た
の
が
一
八
九
八
年
世
相
に
た
っ
た
L
－

N
・
ク
日
パ
ト
キ
ン
で
あ
る
、
彼
は
、
買
仏
］
人
種
の
品
四
一
同
州
乙
い
λ
ー

費
補
の
主
柄
本
的
な
F

イ
宇
ア
は
も
っ
て
い
た
v
も
の
の
、
ノ
ブ
訓
は
ド
イ
ソ
ム
〆
三
た
る
れ
什
院
と
り
す
え
、
位
同
凡
で
戸
れ
牛
と
事
を
構
、
え
る
の
は
九
円

4
4
約
三
な
い
y
＋

E
露
関
戦
r
m均
し
、
似
は
降
州
md戸

LUM利
さ
れ
て
満
州
軍
司
令
官
に
粁
命
さ
れ
、
同

掛
滑
な
珂
い

敗
軍

η
利付と

L
て
そ
の
古
汗
か
一
泊
泣
き
れ
る
、
」
こ
に
な
Y
G
o

日
露
戦
争
の
の
ち
、

日
露
の
一
円
＼
八
刊
は
、

ロ
シ
ア
が
戟
蜂
こ
南
満
州
一
か
ら
千
を
引
く
こ
〆
｝
に
よ
っ
て
に
り
あ
与
え
ず
か
J
執
を
門
持
た

U

川上下

と
の
判
官
万
件
が
改
背
さ
札
た
こ
と
L
1
u
っ
て
、

ロ
ン
フ
寸
巾
湾
の
一
弘
際
情
勢
に
吋
ず
る
認
訣

ιな
か
で
東
F
ぐ／アハ
U

比
五
日
桔
材
的
に
低
十

［

U

ン
γ
刀
法
山
心
ぽ
パ
ル
刀
ン
を
は
じ
め
と
「
る
ゴ
！
日
ソ
パ
清
勢
に
川
寸
つ
こ
と
に
な
っ
た
し
と
、
れ
に
料
コ
て
米
主
へ
と
口
、
J
Y
と

の
聞
の
♂
拡
張
が
一
紘
引
き
れ
て
い
っ
た
反
問
、

＋
呉
川
出
の
対
！
げ
附
内
向
い
が
し
だ
い
に
鮮
明
に
な

η
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
心
分
裂
の
危
機
は
ま
ず
ま
ず
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増

K
Lマ
い
ノ
＼
戸
、
ご
つ
し
た
状
況
の
変
化
は
ク
口
パ
川
キ
ン
の
わ
、
度
目
で
大
き
く
転
換
さ
せ
た

主
川
『
路
中
間
恥
』
で
京
ア
ジ
ア
問
題
の
卓
要
性
乞
訴
え
た
犬
、
ぃ
、
彼
は
補
一
対
？
と
し
て
、

つ』」
T

叩
ど
つ
の

d

汀
ン
ア

τi、
り
引
師
事
件
起

H

ノu

一
刊
に
小
一
刊
さ
れ
に
最
後
心
主

JL 

第
一
ぷ
一
第
一
i

ハ
辛
ど
付
し
て
い
る
に
そ
こ
で
ク
口
ハ
ト
キ
ン

の
は
J

！
日
ッ
パ
お
け
る
境
安
り
回
遊
で
あ
｝
二
。

ス一
7

ヴ

ぷ
い
ん
吹
が
れ
げ
を
述
成
、
〆
？
？
～
ん
r
と
な
っ
て
は
、
方
、
？
へ
け
ず
と
の
山
利
守
山
闘
な
っ
て
ま
で
刊
ン
ア
が
バ
ル
カ
、
二
」
介
入
す
る
必
鋭
は

な
い
一
17

川
へ
ア
〆
ア
で
の
イ
ギ
リ
ス
に
の
紛
？
も
流
行
ら
れ
る
え
き
で
あ
り
、
古
色
人
起
の
攻
山
部
唱
に
筒
、
5
L
b
〆
ろ
こ
の
凹
、
と
同
服
す

じ
本
予
着
々
こ
河
怖
を
強
化
し
♂
に
い
る

LZf一、
一
コ
ー
円
っ
パ
の
内
向
上
が
対
り
「
司
令
川

J

,, 

i
ー
ロ
ッ

パ
は
ふ
い
ふ
る
べ
き
し
人
崎
潤
の
戦
争
に
備
え
な
け
、
れ
、
は
な
ら
lq
い
υ

Eμ
品
戦
争
は
そ
の
京
哨
戦
に
す
、
ざ
な
か
っ
た
と

ク
い
パ
｝
F

J

が
ご
の
若
＋
与
な
党
表
し
一
～
の
は
、
ー
旧
艇
が
倒
壊
し
、
州
市

も
入
日
界
仁
八
設
小
向
も
注
く
川
町
ま
ろ
う
ζ

し
て
い
る
子
き
で

川
上
小
の
台
頭
と
」
吋
111

ロ
F

パ
の
危
機
を
的
に
し
℃
、

か
つ
て
伝
来
で
の
軍
事
七
敢
に
慎
重
な
法
度
を
と
り
な
が
ら
、

川
マ
戸
叫
…

ルめ
J

1

～一円

争
rL
一泊、
U
h
w
一
町
一
将
と
し
と
の
不
名
を
を
負
わ
さ
れ
た
ク
ロ
パ
ト

ι
ン
い
は
、
ん
ー
や
典
型
的
h
d
黄
禍
へ
酔
む
に
h
r
m
v刊と

L
て
立
ち
現
れ
る
に
い
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と
っ
た
の
で
あ
る

j
J
j
、

－円、
l
J
M
M
Y

口、ン
F

怒
川
は
で
も
移
民
間
一
訟
が
争
司
に
な
っ
一
に
い
た

ウ
ス
j
v
泊
方
が
清
か
ら
口

八
九
円
一
午
心
主
京
条
約
に
：
、

シ
ア
に
叫
叩
川
市
科
さ
れ
て
以
十
て
ん
市
内
政
治
は
守
｝
心
地
域
へ
の
ス
ァ
ヴ
系
心
人
々
の
入
植
を
帳
、
励
、
〆
て
い
た
し
か
し
、

一
八
六

年
阿
月

じ
日
法
第
J
4
条
及
び
第
ハ
〉
条
に
よ
る
桁
山
ハ
（
i
治
心
刀
与
」

。
午
心
気
私
a

日
（
役
免
除
～

心
付
守
に
も
列
わ
ら
ず
、
入
植
は
な

口、ン
γ

癒
求
心
経
rpけ
は
ア
ジ
γ

系
移

流
入
）
で
き
た
り
は
中
国
人
を
は
じ
宇
陀

ア
ジ
ア
ぷ
小
の
十
人
一
々
で
み
つ
コ
n

民
な
ー
で
は
？

J

ど
ち
行
か
な
か
っ
た
〈

J
く
に

八
ん
一
午
内
ス
リ
l
鉄
道
刀
法
設
、
い
始
ま
旬
、
地
域
M
W
浴
、
い
治
常
化
計

J

る
に
つ
ー
れ
て
、

ア
日
ン
ア
系
心
労
働
有
に
対
す
る
京
支
は
品
ま
っ
て
レ

組
制
を
J
U
川
絡
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
ら
が
い
ル
倒
に
宮
市
わ
る
は

J

能
川
ー
を
排
出
旬

ず
れ
旬
、
極
東
心
縦
一
沿
発
民
に
ト
え
泊
日
出
る
こ
J
は
明
ら
か
で
あ
～
J
I
ー
か
ら
、
当
同
と
し
て
も
フ
ン
ゥ
／
人
労
働
諸
に
退
去
を
託
制
寸
る

ど

γ51よ
川
市
事
ば
寸
言
h
d
九
＼
一
に

八
八
問
4
に
ハ
パ
ロ

Y
7、
今
に
ブ
リ
ア
ム
ー
ル
総
勾
府
が

E
か
れ
と
か
う

日
二
ノ
祢
京
二
流
人
す
る
ア
ジ
ア
系
移
民
に
ど
う
い
円

処
「
る
か
は
代
々
の
一
総
村
同
に
と
ハ
一
仁
雑
し
い
問
題
で
為
り
、
抑
制
抗
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ぽ
あ
コ
に

の
一
地
域
で
の
外
同
人
に
よ
る
土
敗
購
入
が
禁
止
3
れ
た

ν

同
円
｝
向
校
術
的
門
山
身
の
一

7
八
行
政
，
口
で
、

ノL
)L 

ふ

｝

、

ふ
I
小
ゃ
い
一

2
7
1
j
u
y
 

八
八
八
守
i
h
：h

J

九
七
年
ま
で
の

十
什
問
、
干
の
川
1

1

i

は
初
代
総
枠
A
o
w一
つ
ル
J

の
も
と
で
、

は
お
ふ
代
沿
い
叶
5
－

M
・
ド
ウ
主
フ
ス
コ
イ
の
も
と
で
、
川
市
長
一

州
宗
務
知
事
を
務
め
た

p
－

F
－
L

ノ
ン
フ
ル
ベ
ル
ゲ
ル
に
ζ

3

亡、

地
域
経
品
川
に
お
げ
る
ア
ジ
ア
人
労
働
お
へ
の
依
存
は
好
ま
し
い
も

の
で
は
な
く
、

ス一ワ
4

ノ
ふ
の
労
物
語
を
で
き
ら
だ
け
多
く
口
、
ン

M
r

び
↓
入
れ
て
守
ジ
日
人
労
常
者
へ
の
依
存
を
説
す
る
こ

r
が、

こ
の
池
域
の
健
全
な
発
川
氏
に
ζ

J

て
ぜ
ひ
、
と
も
必
要
で
あ
っ
た
u

一戸占に仏軍ムハ
y

町
山
心
プ
リ
ア
ム
ル

「
川
町
一

〆一
y
ル
ベ
凡
U

ノ
ル
は
、
中
関
に
対
し
、
ア
シ
ア
人
労
斜
計
を
排
除
す
る
こ
と
の
、
必
泌
を
本
山
手
守
彼
の
f
i
d長

η
ら
や
ま
札
～

九
C
h’q

っ
た
ウ

ぃ
、
ノ

一
，
〆

J

寸
！
ハ
ト
4

i
h
z
h
 

ィ
ι
；

｜、

I
L！

ザ
パ
／
力
ル
川
川
内
で
外
軍
人
吉
（
J
ト
ポ
に
一
房
副
川
ず
る

,, 
LJ 

チ「

は
を
も
っ
て
ブ
リ
ア
ム
ー
ル

月
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こ
と
を
設
止
7

し
、
？
れ
に
よ
コ
て
政
府
が
巨
M
m
r
ア
ム
う
i

ル
鉄
道
の
何
朔
竣
を
著
し
く
即
雲
、
〕

て
ノ
ン
ア
ル
吋
ル
ゲ
ル
が

と
っ
三

γ
、
ン
ア
一
糸
移
民
排
除
の
均
分
は
、
明
ら
か
に
U

ン
ア
耕
一
の
也
凶
交
付
決
こ
矛
盾
ぃ

1
る
伊
ゼ
ー
も
っ
て
お
り
、
似
も
そ
の
こ
こ
を
白

山（戸、ェー一い

と
こ
ろ
で
、

ア
シ
ア
系
移
民
こ
い
こ
ー
「
弘
、
中
軍
人
間
朴
氏
ζ
朝
清
人
移
民
こ
で
は
性
情
が
異
は
っ
て
い
に
。
中
甲
山
人
移
民
は
多
く
が

山
川
仲
体
主
」
で
あ
h
、
一
比
一
境
を
心
末
I
J
て
尚
売
を
す
る
人
に
ち
？
も
少
仕
く
ほ
か
J

た
の
に
刻
し
て
、
教
の
上
で
中
一
反
人
移
民
に
反
ば
な
い
fJ門

詳
人
移
民
に
は
よ
れ
強
い
｛
パ
川
J
Hト
÷
M
f
町
一
な
め
っ
J

1

ウ
ス
リ

l
地
方
山
口
ン
ア
訴
に
な
っ
と
以
来
、

収

ur北
口
取
部
戎
鋳
北
道
か
ら
均
墳
を

越
え
て
口
、
J
Y
領
に
入
っ

の
多
く
ぽ
故
郷
を
お
て
て
き
て
レ
た
c

と
く
に
軒
鮮
が
銭
高
守
し
て
い
た
時
代
に
は
、

し
た
者
が
涼
凶
す
ふ
引
は
揃
ら
え
ら
れ
て
切
れ
討
に
処
せ
ら
れ
る
h

と
に
と
っ

日
刊
繁
に
起
き
る
飢
餓
の
た
め
生
活
古
に
み
え
ぐ
人
々
は
、

J
川
弘
と
帰
れ
な
い
、
一
と
を
ふ
刻
む
う
え
で
邸
境
し
て
リ
ン
ア
伝
的
L

人
っ
て
き
す
7
の
で
の
る
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移
住
し
介
明
日
人
は
王
と
し
ν

点
以
訟
だ
従
事
し
、
そ
の
勤
勉
さ
に
工
〉
て
口
、
ノ
ア
械
点
の
民
主
宇
一
対
H
l
H
杖
し
に
r

相
京
放
域
の
ス

ラ
可
系
れ
わ
「
え
に
と
〉
て
、
朝
鮮
人
移
げ
な
帖
絞
法
的
な
坊
は
凶
で
は

k
m
N
勺
た
代
役
、
り
は
ヌ
ラ
可
系
の
人
々
と
同
v
d
械
を
め
ぐ
っ
て
競
台
す

る
こ
と
は
ネ
れ
ほ
と
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
い
の
ム
j

ゼ

f
凶
自
の
門
人
川
万
一
偶
者
ζ

聴
を
め
ぐ
っ
て
摩
擦
主
起
こ
し
た
に
米
の
ア
マ
J

ア
系
移

民
と
は
し
m’
作
品
h
り
山
川
怖
が
異
な
る
、

斗
υ
た、

州
明
日
目
川
人
終
日
「
ん
は
伝
統
的
な
汚
俗
を

J
ゐ
こ
と
に
つ
い
て
畑
、
L
V℃
も
っ
と
も
の
の
、
往
極
的
ピ

正
教
に
改
宗

L

ロ
シ
ア
語
を
相
得
ず
る
者
も
少
な
く
九
ぱ
か
っ
ん

τ

て
彼
ら
は
臼
シ
ア
ザ
同
の
な
か
で

F

～
較
的
に
沿
印
て
従
hJ
な

人
々
と
あ
っ
た
と
い
え
と
と
ド

¥) 

1ノ

の
明
鮮
人
が
の
ち
に
ソ
ヴ
ィ
了
ト
凶
家
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
キ

え
じ
ふ

J
円

F
f
G
ば
ら
ば
、
彼
ら
hrr川
一
本
の
時
党
に
お
い
て
重
要
以
口
伐
を
仕

L
う
る
人
々
で
あ
っ
コ
ニ
／
）
は
明
ら
ひ
て
あ
る
。

そ
れ
に
も
拘
7

わ
ら
ず
、

革
命
r
別
け
ロ
シ
ア
極
東
に
お
い
℃
、

mh清
人
一
移
民
に
刻
「
る
当
局
の
彼
J

は
常
に
い
引
窓
的
と
い
う
わ

L
h
l〉
刊
J

つ
円
－
し

一

／

一

y
ジ
ア
人
移
民
一
般
に
関
わ
る
FJ忠
に
加
え
、
変
動
す
る
東
ア
ン
γ
の
沼
際
情
勢
、
と
h

り
わ
け
は
本
の
市
平
ゎ

ι汁
ず
る

越
境G主

i！メ人民半、 cs＇ス・＂7'！！ 自；3＂〔2iJUS.11 



位
同
戒
が
す
凶
内
内
の
判
阿
川
人
の
地
’
川
刊
を
不
安
，
心
h
f
u
の
に
、
）
た
、
ヨ
ム
青
山
戦
争
役
、

U
A
品
守
さ
れ
つ
つ
あ
る
l
露
関
係
日
γ
正門斗一ハいヨ

ι
が
味
川

へ
の
え
附
半
、
強
め
た
い
一
と
は
、
仮
ら
の
運
命
に
復
維
な
げ
が
を
誌
と
L
た
ハ
と
く
に
ウ
ン
テ
ル
ベ
ル
ケ
ル
総
怪
は
、
朝
鮮
人
移
民
に
対
1

）

ぃ
h
L
い
桂
川
度
を
、
こ
っ
た
人
物

ζ
L
て
知
ら
れ
て
い
る
つ
そ
の
政
務
は
同
誌
と
て
拐
州
人
の
抗
除
を
窓
川
一
；
る
も
の
で
あ
一
っ
た

ζ
い
っ
て
d

っ
た
と
え
ば
ブ
リ
ア
A
i
リ
エ
け
ん
説
明
、
ア
ジ
ア
人
労
偶
者
を
雇
用
「
る
に
は
総
討
の
前
ザ
が
必
山
で
あ
つ
に
が
、

グ
ル
は
こ
の
権
限
を
長
大
限
に
行
使
し
て
帆
俳
人
労
艇
者
を
金
鉱
か
ら
か
除
L
ょ
う
と
し
た
／
三
し
れ
る
。

ウ
ン
一
7

ル
ベ
ル

ウ
ン
テ
ル
ベ
ル
ハ
ケ
ル

の
こ
h

っ
し
に
態
度
は
何
時
代
人
の
中
で
も
際
？
リ
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
ア
ジ
ア
系
惨
い
氏
一
取
に
付
す
る
嫌
思

と
は
司
一
ら
か
に
い
何
人
世
四
円
以
J

もの

そ
れ
を
人
極
保
見
わ
去
、
れ
と
し
て
苅
解
し
て
」
w

か
乙
う
か
は
な
お
慎
重
弓
検
討
士
山
女
ず
る

こ
の
地
域
に
人

情
愛

F

小
を
も
ち
、
帝

υ一
ワ
ン
ア
地
市
内
学
協
会
の
活
動
を
積
約
的
L

支

i

J

1

p

l

J

 

I
－

－

 

J
3
1
と
L
と
も

L

－
4
！

lv 

殺
す
る
は
ど
ロ
ン
ァ
極
点
に
悦
寸
ノ
ヌ
肘
究
の
従
進
に
努
め
た
ウ
ン
一
ア
ル
ベ
ル
ケ
ル
の
ご
う
し
に
信
皮
を

恥
知
や
誤
併
で
説
明
す
る

と
は
で

F
G
い
ハ
や
は
り
そ
こ
に
は
、

ョ
ン
ア
恨
む
恥
心
あ
る
べ
き
に
主
望
ま
し
い
同
化
に
つ
い
て
役
引
ム
刊
の
見
方
が
あ
っ
た
1
／
考
え
る

べ持、で丸山

ロ～
J

7
ノ
松
東
に
い
叫
げ
ノ
ブ
む
朝
間
人
的
作
え
の
作
会
的
政
治
的
，

U
ほ
い
に
つ
い
て
考
え
る
と
き

つ
ン
一
ソ
ル
ベ
ル
ゲ
ル
の
ト

う
松
山
山
、
主
主
が
ャ
の
地
域
の
閉
宍
に
閲
し
て
も
っ
て
い
た
憐
組
合
一
体
の
検
討
と
許
箔
は
避
け
亡
通
れ
な
い
説
思
ご
あ
る
仁

も
ち
ろ
ん
、
極
東
の
朝
鮮
人
山
対
す
る
v

月
の
慾
茂
げ
か
常
い
抑
圧
的
、
十
品
則
的
で
あ
コ
た
わ
け
で
は
ー
ゴ
い
c

朝
町
人
に
高
岡
村
氏
己

、J

て
の
府
枚
一
性
を
認
め
る
人
々
も
少
な
く
な
か
う
す
九
υ
L
か
し
、
抑
制
人
に

MV5的
な
人
々
／
一
い
え
ど
も
、
人
陸
に
剖
刀
打
ケ
ェ
ゼ
沖
張
さ
せ

つ
つ
あ
る

U
本
’
へ
と
似
た
外
見
J
V
一
生
つ
明
鮮
人
が
国
塚
治
守
に
集
中
1
J

て
休
む
ご
y
し
む
危
険
を
h
視
ト
ニ
セ
一
と
は
闘
m臨
ん
で
あ
っ
2
1
0

ヴ
ィ

L
ト
政
r
時川氏
i
の
前
後
z
恒
通
じ

ロ
シ
ア
ァ
川
水
の
軒
鮮
へ
は
川
1
M
を
植
民
地
化
！
と
一
日
木
乙
移
住
L
て
あ
る
円
九
一
J

ア
ζ

の
厳
し
い

緊
張
対
係
り
な
か
で
翻
パ
さ
れ
ぷ
け
た
挙
句

ん
一
一
七
庁
八
月
日
児
2
民
泊
－
d
決
定
に
、
士
り
強
制
約
に
中
央
ア
ン
プ
に
移
住
宍
ら
一

れ
、
以
机
し
い

の
以
か
で
の

14出
発
日
て
余
儀
な
く
さ
れ
る
、
一
と
に
以
っ

rc
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こ
の
川
年
段
、

ヨ
米
尚
子
心
開
始
い
行
い
、
花
山
本
町
一
海
岸
の
ヨ
一
九
人
移
民
主

1
た
甘
み
な
れ
た
家
主
E
一
わ
れ
、
円
。
住
を
強
制
汽
れ
た

こ
と
は
す
、
知

f
れ
て
い
る

Jγ
メ
ノ
カ
甘
衆
凶
で
は
、
内
民
権
を
刊
わ
い
る
こ
〈
の
ず
さ
引
い
一
世
だ
け
で
な
く
、
川
氏
で
あ
る

U
系
二

日
も
ま
た
、
強
制
収
小
作
所
に
込
山

J

れ
る
い

ぐ
に
な
っ
た
。
古
ナ
ダ
の
場
台
に
は

J

ぴ
ら
に
十
代
酷
と
お
り
、

本
人
移
民
は
的
阿
部
九
の
移

住
を
余
儀
な
く
さ
れ
ア
ど
け
C
な
く
、
府
長
J
D
処
分
さ
れ
た
。

ロ
ン
ア
時
点
の
朝
鮮
へ
に
と
3

て
色
、
主
り
に
北
本
凶
海
は
い
什
の
円
本
人
汁
l

／
）
っ
て
？
へ
強
制
移
日
は
目
て
の
松
山
ん
の
ぽ
か
で
回
収
も
草
い
意
味
を
も
っ
出
米
市
下
で
あ
っ
た
こ
い
弓
こ
に
か
で
き
る
。

ゴ

〉

）

L

’ザ寸

l
1
、i
J
ト

通
常
設
一
情
論
と
し
て
ひ
と
ま
と
め
L

き
れ
て
い
る
説
諭
ー
も
、
よ
〈
見
る
と
内
部
に
惜
当
呉
と
ヮ
え
内
容
を
許
ん
で
い
る
本
ド
ね
て
検

お
し
た
よ
う
に
、

市
一
例
に
U

引
す
る
γ
ヴ
え
ん
は
英
米
と
リ
ン
ナ
と
C
大
き
く
叫
ハ
な
2

こ
い
ん
J

仁
、
そ
の
い
ず
れ
に
お
い
と
も
、
市
恥

v
j
y
vノ
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に
お
け
る
1

0

あ
る
い
は
国
蕊
社
会
に
い
た
り
る
川
プ
小
心
地
ね
り
食
化
に
作
い

ー
活
戦
争
L
J
一
日
露
戦
争
の
閥
、
エ
し
て

ー
ヲ
叱
p
h
y
ユ
£
刀

i
、J

j

l

－
 

只
ω
 

A4υ G
 

8
 

的
影
響
り
を

λ

接
待
し
た
h

一
一
は
事
君
、
で
あ
る
ο

ぞ
れ
に
よ
っ
て
形
引
さ
れ
ず
九

7

日
ン
マ
人
に
対
す
る
人
司
、
一
ト
詩
的
な
ス
テ
レ
方
y々

イ
ア
二
、

MS
 

E
 

下、人X
 

F
 

ヨ
露
戦
争
円
以
絞
と
、
談
論
の
内
存
が
変
化
し

K
J
ぞ
れ
ゆ
、
九
、
世
一
術
論
そ
の
も
の
笠
宮
体
化
し
、
単
の
固
定
し
た
九
一
位
旬
刊
ん
の
体
系

と
、
〕
て
従
え
る
ャ
こ
に
は
僚
千
五
で
な
け
れ
ば

17つ
な
い

r

い
か
し
な
が
ら
、

世
岸
戦
ワ
の
時
代
、

ぬ
る
い
は
そ
れ
に
先
行
す
る
時
代
ピ

お
い
亡
、
山
人
が
支
配
的
地
改
な
！
め
る
欧
の
よ
と
会
の
た
か
で
A
H
M
m
を
論
じ
た
述
の
口
論
が
た

i

み
出
手
れ
、

一
（
疋
の
ネ
i
ム品川一

日
ジ
ア
品
身
の
側
々
の
移
民
集
同
に
討
す
る
H
八
件
的
な
処
巡
ζ

が
、
全
く
’
川
関
係
で
あ
っ
た
と
与
え
る
こ
y
し
は
ん
町
誌
で
あ
h
、
加
議

人
や
一
三
間
人
の
つ
く
り
出
し
た
共
投
の
一
↓
1
4川
り
も
ζ

に
、
外
力
ら
や
コ
マ
、
く
る
脅
或
＼
の
世
戎
乙

戸
、
ン
ア
系
移
民
の
存
J

仏
石
川
也
氏
の

な
定
を
叩
恨
な
品
目
、
と
に
刻
す
る
昨
戎

r
が
連
動
L
、川相川
r
l
に
増
一
明
し
ム
バ
勺
ん
ヘ
一
円
詑
件
も
、
ー
交
正
「
る
こ
こ
は
妹
）
い
で
為
ろ
う
。

一
口
へ
耐
と
政
策
、
住
民
の
辺
識
が
絡
み
ん
n
h
u

汁
三
子
ら
反
抗
さ
れ
ん
一
ア
ご
／
ア
系
移
民
に
買
わ
る
政
策
を
、
巾
苫
の
時
代
の
γ
ノ
ノ
リ
一
ア
r



政
比
一
ー
の
ひ
と
つ
の
知
型
之
、
〕
r
L
U
H
J
九
る
こ
と
の
可
阪
何
主
示
す
た
め
、

は
に
次
ヨ
五
人
移
民
〉
口
、
γ
ア
援
引
の
一
刻
鮮
人
移
民
の

事
例
を
対
凡
さ
て
っ
ぺ

J

机
釘
L
、
で
の
類
似
性
を
確
認
し
た
υ

J

I
同
人
向
仲
良
心
｝
杭
γ
に
の
は
、
夜
、
ら
の
移
動
が
大
規
慌
で
い
脚
同
に
わ

～J
G
ζ

子
生
に
そ
の
件
拭
一

M

も
予
三
郎
と
あ
っ
て
本
杭

に
以
ま
ら
な
い
た
め
仁
あ
り
、
共
泊
す
る
刷
川
町
が
あ
匂
二
一
は
い
う
ま
で

？む
u
h仏

J
n

も

yγ
ふり、

7

氏
附
湾
節
目
～
持
、
わ
る
十
八
き
な
議
論
ζ

）
〆
て
の
品
一
禍
論
乙
、

ア
ジ
γ
系
桜
民
に
対
「
司
令
机
域
で
の
見
ハ
ル
小
的
な
以
内
別
や
除
斥

日
一
涜
係
υゼ
リ
見
る
に
め
に
は
、
政
府
間
持
f

慌
を
は
じ
め
と
す
る
統
治
の
枠
組
み
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
幻
丸
h
二
々
の
佼
討
を
通
じ
亡
、
中
心
へ

と
地
方
、

百
弘
前
と
攻
策
か
一
正
よ
う
に
結
ひ
っ
レ
て
レ
た
の
か
を
パ
体
的
に
明
ら
か
に
l
て
レ
く
必
泌
が
忘
る
〈

7
ン
y

系
移
民
の
政

目
的
叫
ん
泣
絵
心
過
程
に
踏
み
バ
れ
も
う
と
寸
る
な
ら
ば
、
ト
不
践
の
行
政
矧
識
が
彼
ら
の
コ
ミ
了
一
一
T
J
M
M

と
う
組
み
込
ん
と
か
と
い
う
問
題

も
虹
…
相
川
寸
る
こ
と
は
で
き
な
い

ν

さ
ら
に
｜
地
制
度
店
街
喧
も
重
裂
な
丘
吠
ー
を
も
三
パ
、
る

J

ー
地
C
－品川有は

h
見
と
し
て
の
地
付
と

倒
木
〈
司
、
ノ
つ

f
いのり

L
L
1
1
 

口
、
ン
ア
相
京
の
多
く
（
U
剖
門
川
人
が
農
業
に
従
事
し
て
生
計
主
J
L

亡
、
北
米
i
トヘ
izヘ
湾
民
も
引
い
会
的
ト
界
一
デ
ー
は
拘

し
て
農
業
に
准
出
い
た
こ
と
か
ら

」（
U
ト
刊
は
と
く
に
枚
討
に
佐
ず
る

J

こ
っ
、
以
介
問
川
砲
を
い
に
！
川
示
、
〕
つ
つ
分
が
し
て
い
く
一
ご
と
に
ぶ
つ
亡
、
北
米
自
’
滑
川
や
口
、
ン
ア
拘
束
に
起
こ
っ
た
山
来
事
を
さ
ら
に
広
い

文
脈
の
な
か
に
位
汽
つ
け
た
ノ
る
と
同
時
ピ
、
仰
の
地
一
成
や
政
ム
山
じ
ん
口
に
起
こ
つ
わ
山
来
事
と
の
比
校
可
能
性
に
つ
い
て
も
、

1
1
v
J
 

正
確
な
珂
円
滑
を
も
コ
三
乙
カ
ミ
ぎ
る
で
あ
ろ
う
ハ
ア
行
Jγ

ノ
人
移
民
に
対
「
司
令
λ
別
的
な
政
策
を
こ
の
時
pr
刊
の
マ

f
ノ
リ
一
y
ィ
政
務
の
ひ

と
つ
の
類
型

rl
ぷ
し
考
え
る
こ
こ
が
と
き
る
か
八
円
か
、
そ
ー
よ
ー
、
黄
情
論
が
ソ
一
の
行
皮
羽
川
ム
と
の
閃
h
u
h

けか
γ
も
っ
て
い
と
か
も
、
こ
の
よ

う
な
精
笥
な
中
大
引
刊
を
踏
ま
え
一
に
は
じ
め
て
論
じ
る
戸
一
と
お
一
可
花
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
占
め
る

U

J

一f
ノ
シ
に
つ
い
て
は
飯
品
川
口

－ィ一一ロャ

e

ペ

A
心
作
詰

市

14
一
け
た
と
「
安
抑

、ノp山明一
V
2

ν

I

A

U

 

タヅ
l
A

一h
－、

；
i
j
 

〉一ツ
γ

叫ん宇一店川ヘ十【？

及
び
対
中
七
平
に
計
し
い
に
な
お
ニ
の
非
拘
は
、
は
じ
め
吐
会
、
下
表
土
F
7
を
志
、
後
に
店
主
よ
学
に
f
h
F
J
七
中
斗
川
茂

主L
''" 

け
れ

1
？
訂
訓
リ
爪
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さ
れ
ワ
ム
人
限
主
LT
口
心
設
L
V
－

J

－
〕
十
八
日
木
正
明
協

λ

古
か
ら
九
一
ー
一
九

4
に
川
山
わ
さ
れ
ζ

い
る
〔

二
ノ
ニ
｛
》
三
五
一
（
L
一
一
と
に
）
～
示
、
キ
コ
住
小
、
や
子
、

A
U
E
H
お
凡
な
川
町
《
と
水
一
穴
句
史
ヘ
テ
一
、
h
h
h
h
N亡、
h
h、尚之、八
5
5
2
～述、
2
E
b
J
、WN
（一二コハ
C戸

MCJ斗））七

Hao 

。

r
z

＝z
p
r
d
M
F
弘之
h
h
h
c
pも
ミ
ミ
之
れ
戸
己
主
主
ペ

～匹、

h
r＼～～口、ミド人件戸川
V

む
＼
～
れ
h
C
九貯刊誌にム～
v豆、＼
J州、
A
J
h
辺、
L
t
h
h、ミ川（「
0
ロ
L
o
p

－FJKJσ
）一七

に

ほ
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明
玉
川
円
一
一

U
一
一
諒
一
叫
北
斗
児
ム
（
一
山
判
長
初
心
ト
、
ョ
開
設
勺
｛
山
」
公
新
井
、
ハ
〈
五
年
）
一
八
白
川
ι

Z
A
日豆、作
1

4

4

字
、
手
ヘ
w
hと
「
守
、
司
、
w

E～n
h
z
h、
号
、
手
ヘ
、
L

下シミ
hdぎに室内山
υ
（
之
作
者
ベ
2
f
Z
7、～〈
Av
－Y
】ハミ小、
V
2
w
J
J
U
日mw
｛J
日M
G
h
v
詰
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